
清水わき 心ふれあう 嘉島町

左上：倒壊、破損した十五社
の鳥居や神殿を修復、伝統
の馬祭りを今年も行った犬
渕区の皆さん

左中：田植えの後、湧水池で
体を洗う嘉島東小の5年生

左下：田植えの後、用水路で
はしゃぐ嘉島西小の5年生

○参院選投開票の結果…………②
○町人権教育推進協議会………②
○緑川改修期成会総会…………③
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○郡中体連で嘉島中活躍………④
○嘉島中で心肺蘇生法講習会…⑤
○熊本地震続報……………⑥～⑨
　・仮設住宅を増設　　　　
　・義援金配分始まる　　　　　
　・イオンモール熊本営業再開　

　・神社修復記念の犬渕馬祭り　
　・英ロイヤルバレエ団、嘉島　
　　中でワークショップ　　　　
　・移動動物園で園児楽しむ　　
○小学校などで田植え…………⑩
○お知らせ情報館…………⑫～⑲
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右上：移動動物園で乗せても
らったポニーのメロンちゃ
んにお礼を言う嘉島幼稚園
の園児

右下：英国ロイヤルバレエ団
のワークショップで、嘉島
中の生徒に見事な表現を見
せるプリンシパルたち



　

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
６
月
22
日
公
示
、
７
月
10
日
投

票
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。
熊

本
県
選
挙
区
の
嘉
島
町
投
票
率
は

57
・
71
％
。
県
内
投
票
率
は
前
回

に
比
べ
て
低
下
し
ま
し
た
が
、
町

は
２
・
５
％
上
回
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
は
４
カ
所
の
投
票
所
が

設
け
ら
れ
、
開
票
は
嘉
島
中
学
校

体
育
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
公

示
翌
日
か
ら
投
票
日
前
日
の
７
月

９
日
ま
で
は
、
町
役
場
内
に
期
日

前
投
票
所
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
当
日
有
権
者
数
は
選
挙

権
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、
平

成
25
（
２
０
１
３
）
年
７
月
の
前

回
選
挙
か
ら
３
０
２
人
増
の
７

５
０
５
人
。
投
票
率
は
男
性
58
・

45
％
、
女
性
57
・
04
％
で
、
と
も

に
前
回
か
ら
上
昇
し
ま
し
た
。　

　

期
日
前
投
票
者
は
１
５
１
３
人

で
、
前
回
よ
り
３
４
７
人
増
え
ま

し
た
。
有
権
者
の
20
・
16
％
、
お

よ
そ
５
人
に
１
人
が
期
日
前
に
投

票
を
済
ま
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

選
挙
区
開
票
結
果
や
投
票
状
況

は
表
の
通
り
で
す
。

　

嘉
島
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

の
平
成
28
年
度
総
会
は
６
月
30
日
、

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
地
震

被
災
の
影
響
で
、
本
年
度
の
「
人

権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」
は
例

年
の
11
月
か
ら
来
年
２
月
に
繰
り

下
げ
て
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　

協
議
会
は
教
育
委
員
、
学
校
長
、

人
権
擁
護
委
員
の
ほ
か
、
町
議
会

や
老
人
会
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
各
種
団
体
の
代
表
45
人
で
組
織
。

「
社
会
教
育
」「
学
校
教
育
」「
就

学
前
教
育
」「
進
路
保
障
」
の
４

部
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
長
の
工
藤
教
育
長
は
、「
い

ま
だ
に
多
く
の
差
別
事
案
が
起
き

て
い
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
一
人
ひ
と

り
が
自
覚
し
、
人
権
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　
「
町
民
の
集
い
」
は
12
回
目
。

期
日
は
学
校
行
事
と
重
複
し
な
い

よ
う
調
整
し
、
詳
し
い
内
容
は
社

会
教
育
部
会
で
検
討
し
ま
す
。
会

場
は
町
民
会
館
の
復
旧
状
況
が
未

確
定
の
た
め
、
未
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

各
部
会
は
年
間
を
通
じ
て
研
究

会
や
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

役場内に設けられた期日前投票所

「
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」

「
人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い
」

　

開
催
は
来
年
２
月
に

　

開
催
は
来
年
２
月
に

地
震
被
災
で
繰
り
下
げ

地
震
被
災
で
繰
り
下
げ

≪第 24 回参議院議員通常選挙≫

熊本県選挙区

届出
番号 候補者氏名 党　　派 得票総数 嘉島町得票数

１ あべ　広美 無所属 269,168 1,156

２ 本藤　てつや 支持政党なし 14,493 95

３ 松村　よしふみ 自由民主党 440,607 2,735

４ 木下　じゅん子 幸福実現党 20,742 118

〇熊本県選挙区の開票結果と嘉島町関係分
 平成 28(2016) 年 7 月 10 日投開票

〇嘉島町投票状況 

町人権教育推進協議会の総会

工藤会長

町人権教育町人権教育
推進協議会推進協議会

嘉島町投票率 57・71 ％

前回を２.５％上回る

男 女 計

選挙当日有権者数 3,564 人 3,941 人 7,505 人

投票者数 2,083 人 2,248 人 4,331 人

うち期日前投票者数 682 人 831 人 1,513 人

投票率 58.45％ 57.04％ 57.71％

前回投票率 55.43％ 55.01％ 55.21％

熊本県投票率 46.47％ 45.33％ 45.86％

熊本県前回投票率 53.18％ 51.54％ 52.30％
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緑
川
改
修
期
成
会
の
平
成
28
年

度
総
会
は
７
月
５
日
、
甲
佐
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
熊

本
地
震
で
被
災
し
た
堤
防
な
ど
の

本
復
旧
工
事
の
早
期
完
了
を
求
め

る
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

期
成
会
は
嘉
島
、
御
船
、
甲
佐
、

美
里
、
益
城
、
山
都
の
６
町
と
宇

土
、
熊
本
の
２
市
で
組
織
。
総
会

に
は
国
土
交
通
省
熊
本
河
川
国
道

事
務
所
や
県
土
木
部
か
ら
も
関
係

者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
荒
木
嘉
島
町
長
は
「
熊

本
地
震
に
よ
る
緑
川
水
系
の
被
害

は
応
急
復
旧
工
事
を
緊
急
に
実
施

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
治
水
機
能

の
維
持
は
喫
緊
の
課
題
。
本
復
旧

の
早
期
完
了
を
望
み
ま
す
。
大
雨

洪
水
は
近
年
、
い
つ
ど
こ
で
発
生

す
る
か
予
測
困
難
。
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
河
川

改
修
の
一
層
の
促
進
を
県
や
国
土

交
通
省
な
ど
に
お
願
い
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

決
議
は
、
加
勢
川
の
流
下
能
力

向
上
の
た
め
の
土
砂
掘
削
の
推
進

や
、「
水
防
災
意
識
社
会　

再
構

築
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
対
策
で

は
国
、
県
及
び
沿
線
市
町
が
連
携

し
て
検
討
し
実
効
性
あ
る
取
組
を

推
進
す
る
こ
と
、
な
ど
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。

来
年
梅
雨
期
前
の

復
旧
完
了
目
指
す

　

総
会
に
続
き
、
熊
本
河
川
国
道

事
務
所
か
ら
、
緑
川
水
系
の
平
成

28
年
度
当
初
予
算
は
約
16
億
円
。

熊
本
地
震
の
被
害
対
応
と
し
て
白

川
、
緑
川
で
約
１
０
０
億
円
の
緊

急
予
算
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
。
地

震
に
よ
っ
て
国
管
理
区
間
の
堤
防

は
１
２
７
カ
所
が
損
傷
、
特
に
被

害
の
大
き
い
嘉
島
町
な
ど
11
カ
所

で
応
急
復
旧
工
事
を
実
施
、
５
月

９
日
に
完
成
。
さ
ら
に
、
緑
川
水

系
の
本
復
旧
工
事
は
平
成
29
年
の

梅
雨
期
前
の
完
了
を
目
指
す
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
を
目
指
す

「
第
66
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
強
調
月
間
中
の
７
月
８
日
、

内
閣
総
理
大
臣
と
県
知
事
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
上
益
城
地
区
保
護
司
会

御
船
分
会
の
赤
星
良
一
会
長
か
ら

工
藤
教
育
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
は
啓
発
パ
レ
ー
ド
も
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
熊
本
地
震

の
影
響
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
だ
け
。

　

赤
星
会
長
は
「
熊
本
地
震
で
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
が
、
運
動
に

ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
、
工
藤
教
育
長

は
「
再
犯
防
止
を
地
域
で
支
え
た

い
」
と
応
じ
て
い
ま
し
た
。

　

上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会

の
平
成
28
年
度
総
会
は
７
月
８

日
、
嘉
島
町
役
場
会
議
室
で
開
か

れ
、
熊
本
地
震
で
激
減
し
た
観
光

客
誘
致
の
た
め
７
月
発
行
予
定
の

「
ふ
っ
こ
う
割
」
の
有
効
活
用
な

ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
嘉
島
、
御
船
、
益
城
、

甲
佐
、
山
都
５
町
と
各
商
工
会
、

主
な
企
業
、
県
上
益
城
振
興
局
な

ど
で
構
成
。
28
年
度
は
熊
本
地
震

の
復
旧
復
興
の
観
点
か
ら
事
業
に

取
り
組
み
、
お
も
て
な
し
講
座
や

復
興
市
、
観
光
物
産
展
な
ど
の
開

催
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

　
「
九
州
ふ
っ
こ
う
割
」
は
、
熊

本
、
大
分
両
県
は
７
割
引
で
旅
行

会
社
の
旅
行
プ
ラ
ン
や
宿
泊
施
設

を
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

会長の荒木町長

地
震
被
災
の
本
復
旧
工
事

地
震
被
災
の
本
復
旧
工
事

早
期
完
了
の
要
望
を
決
議

早
期
完
了
の
要
望
を
決
議

緑
川
改
修
期
成
会
総
会

緑
川
改
修
期
成
会
総
会

工藤教育長（左から３人目）にメッセー
ジを伝達する赤星会長（同４人目）

犯
罪
と
再
犯
防
ぐ
社
会

犯
罪
と
再
犯
防
ぐ
社
会

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

ふ
っ
こ
う
割
で
観
光
復
興
を

ふ
っ
こ
う
割
で
観
光
復
興
を

  

上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会

上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会協議会の総会

　

元
嘉
島
町
議
会
議
員
で
、
５
月

13
日
に
亡
く
な
っ
た
本
田
金
一
さ

ん
（
上
仲
間
）
が
正
六
位
の
叙
位

を
受
け
、
荒
木
町
長
か
ら
長
男
の

裕
一
さ
ん
に
７
月
８
日
、「
位
記
」

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

叙
位
は
、
総
務
省
が
閣
議
に
上

申
、
６
月
７
日
の
閣
議
で
決
ま
り

ま
し
た
。

位記を手にする長男の
本田裕一さん

元
町
議

元
町
議　　

故故  

本
田
金
一
さ
ん
に
叙
位

本
田
金
一
さ
ん
に
叙
位
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平
成
28
年
度
の
熊
本
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
は
７
月
23
、
24
日
、

熊
本
市
を
主
会
場
に
県
内
各
地
で

開
か
れ
、
嘉
島
中
学
校
は
郡
大
会

で
上
位
入
賞
し
た
３
団
体
16
個
人

が
４
競
技
に
出
場
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
女
子
が
ベ
ス
ト
８
進
出
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
は
７
月
２
、
３
日
に
開

か
れ
た
第
41
回
上
益
城
郡
中
学
校

バスケットボール女子

大
河
（
３
年
）

【
空
手
道
】
◇
男
子
▽
代
表
個
人

組
手　

山
口
拓
馬
（
３
年
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
◇
男
子
▽
シ

ン
グ
ル
ス　

穴
井
恵
太
（
３
年
）

▽
ダ
ブ
ル
ス　

田
口
禅
（
２
年
）・

網
田
真
弥
（
１
年
）、
西
村
理
希
・

坂
﨑
陸
（
２
年
）
◇
女
子
▽
シ

ン
グ
ル
ス　

本
田
涼
乃
（
３
年
）、

髙
沢
詩
織
（
３
年
）、
阿
津
坂
美

空
（
３
年
）、
甲
斐
愛
夏
（
３
年
）

▽
ダ
ブ
ル
ス　

田
中
裕
梨
・
毛
利

蒼
彩
（
３
年
）

　

嘉
島
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
永
田
智

紀
会
長
）
が
こ
の
ほ
ど
、
歴
代
会

長
が
隊
長
を
務
め
る
「
か
し
ま
Ｐ

Ｔ
Ａ
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
の
活

動
が
「
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に

尽
力
し
た
」
と
、
熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
シ
テ
ィ
ク
レ
ア
（
現
・
イ
オ

ン
モ
ー
ル
熊
本
）
が
開
業
し
た
平

成
17
年
、
同
中
と
嘉
島
東
、
西
小

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
組
織
。
毎
月
１
回
、

約
20
人
が
夜
の
１
時
間
ほ
ど
イ
オ

ン
店
内
や
青
パ
ト
２
台
で
町
内
を

巡
回
、
児
童
生
徒
に
声
を
か
け
、

不
審
者
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
い
ま
す
。

　

永
田
会
長
は
７
月
９
日
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
で
表
彰
状
を
披
露
。「
歴

代
の
役
員
、
保
護
者
の
努
力
が
認

め
ら
れ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

空手道
山口選手

熊
本
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

熊
本
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

  

３
団
体

３
団
体
1616
個
人
が
出
場　

個
人
が
出
場　

  
バ
ス
ケ
女
子
ベ
ス
ト
８　

バ
ス
ケ
女
子
ベ
ス
ト
８　

嘉島中

総
合
体
育
大
会
で
、
４
団
体
16
個

人
が
上
位
入
賞
。
こ
の
う
ち
団
体

は
優
勝
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
・
女

子
、
個
人
は
柔
道
、
空
手
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
で
優
勝
か
ら
３
位

ま
で
入
っ
た
16
人
が
県
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
軟
式
野

球
は
郡
大
会
で
準
優
勝
し
ま
し
た

が
、
県
大
会
に
は
出
場
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
は
県

大
会
１
回
戦
で
熊
本
市
・
東
野
中

に
59
―
33
で
快
勝
、
準
々
決
勝
で

は
氷
川
町
・
竜
北
中
に
40
―
56
で

敗
れ
ま
し
た
。

　

個
人
競
技
の
県
大
会
出
場
選
手

は
次
の
通
り
で
す
。
敬
称
略
。

【
柔
道
】
◇
男
子
▽
55
㌔
級　

廣

田
愁
（
３
年
）
▽
81
㌔
級　

岩
本

柔道
岩本選手

柔道
廣田選手

バドミントン団体男子・女子

表
彰
状
を
持
つ
永
田
会
長

熊
本
県
Ｐ
連

熊
本
県
Ｐ
連

嘉
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
表
彰

嘉
島
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
表
彰

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
評
価
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福
祉
体
験
学
習
の
一
環
で
、
講

師
は
毎
日
、
上
益
城
消
防
署
員
約

10
人
が
務
め
ま
し
た
。

　

21
日
は
２
年
生
が
受
講
。
部
活

中
に
突
然
の
心
停
止
で
死
亡
し
た

高
校
生
な
ど
を
紹
介
、
心
肺
蘇
生

法
の
大
切
さ
を
訴
え
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

観
た
後
、
８
班
に
分

か
れ
て
、
佐
藤
雄
一

郎
司
令
補
た
ち
か
ら

実
技
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　

生
徒
は
、
意
識
の

有
無
と
呼
吸
を
確
認
、

意
識
の
呼
吸
も
な
け

れ
ば
周
り
の
人
に
１

１
９
番
通
報
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
手
配
を
求
め
、

直
ち
に
胸
の
真
ん
中

を
両
手
で
押
す
「
胸

骨
圧
迫
」
を
開
始
す

る
こ
と
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

届
い
た
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
と

胸
骨
圧
迫
を
繰
り
返

す
こ
と
な
ど
、
順
を

追
っ
て
人
形
や
キ
ッ

ト
を
使
っ
て
体
験
し

ま
し
た
。

胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
学
ぶ

胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
学
ぶ

嘉
島
中
全
校
生
が

嘉
島
中
全
校
生
が

心
肺
蘇
生
法
受
講

心
肺
蘇
生
法
受
講

人工呼吸やAED操作に取り組む生徒たち

　

嘉
島
中
学
校
で
７
月
19
日
か
ら

21
日
ま
で
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
が

開
か
れ
、
全
校
生
徒
が
胸
骨
圧
迫

（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
人
工
呼

吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
操
作
を
学
び
ま
し
た
。

　

胸
骨
圧
迫
は
両
手
の
ひ
ら
を
重

ね
て
「
強
く
、
早
く
、
絶
え
間
な

く
」
圧
迫
す
る
こ
と
。
１
分
間
に

１
０
０
回
以
上
を
２
分
間
交
代
で

続
け
ま
し
た
が
、
男
子
生
徒
も
汗

を
か
い
て
「
き
つ
い
で
す
」。
Ａ

Ｅ
Ｄ
も
音
声
案
内
に
従
っ
て
操
作

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

通
報
か
ら
救
急
車
の
到
着
ま
で

の
時
間
は
平
均
８
分
間
。
そ
の
間
、

何
も
し
な
け
れ
ば
「
ま
ず
助
か
ら

な
い
」
と
の
こ
と
。
生
徒
た
ち
は

真
剣
な
表
情
で
何
度
か
実
技
を
繰

り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
学
校
に
は
２
カ
所
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

真
剣
な
表
情
で
消
防
署
員
の
話
に

聞
き
入
る
生
徒
た
ち

　

イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
の
イ
オ

ン
熊
本
店
で
６

月
27
日
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
が

開
か
れ
、
社
員

約
50
人
が
認
知

症
の
人
た
ち
の

「
応
援
者
」
に

な
り
ま
し
た
。

　

同
店
２
階
や

専
門
店
街
が
７

月
20
日
に
営
業

再
開
す
る
の
を

前
に
、
社
員

教
育
の
一
環
と

し
て
２
回
開
講
。

講
師
は
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
早
川
保

健
師
が
務
め
ま
し
た
。

　

早
川
さ
ん
は
、
認
知
症
の
原
因

は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
脳
の

委
縮
の
ほ
か
に
治
療
可
能
な
脳
梗

塞
な
ど
も
あ
る
こ
と
。
食
べ
た
こ

と
自
体
を
忘
れ
る
記
憶
障
が
い
や

時
間
、
場
所
が
分
か
ら
な
く
な
る

見
当
識
障
が
い
な
ど
認
知
症
特
有

の
症
状
を
説
明
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
が
商
品
棚
の

お
菓
子
を
い
き
な
り
食
べ
始
め
た
、

レ
ジ
の
支
払
い
が
手
間
取
っ
て

困
っ
た
、
店
内
で
買
い
物
し
て
い

た
高
齢
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

な
ど
の
事
例
を
も
と
に
、
社
員
は

ど
う
対
処
し
た
ら
い
い
の
か
意
見

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

早
川
さ
ん
は
、「
サ
ポ
ー
タ
ー

は
大
事
な
応
援
者
。
驚
か
せ
な
い
、

急
が
せ
な
い
、
自
尊
心
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
、
や
さ
し
く
ゆ
っ
く

り
は
っ
き
り
と
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

やさしくゆっくり声かけ
イオン熊本店社員が認知症サポーターに

講師の
早川保健師

養成講座を受講して認知症サポーターになった
イオン熊本店の社員の皆さん
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避
難
・
仮
設
住
宅

　

町
災
害
対
策
本
部
に
よ
る
と
、

嘉
島
町
内
の
避
難
者
は
７
月
25
日

現
在
、
町
民
体
育
館
に
79
人
で
す
。

　

応
急
仮
設
住
宅
は
、
熊
本
県
の

第
１
次
計
画
で
嘉
島
町
に
建
設
予

定
だ
っ
た
10
団
地
１
９
２
戸
は
完

成
。
こ
の
う
ち
用
地
選
定
で
遅
れ

て
い
た
上
仲
間
団
地
20
戸
の
鍵
渡

し
も
７
月
中
に
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
町
は
住
民
の
要
望
を
受

け
て
、
西
村
の
児
童
公
園
に
４
戸
、

鯰
の
か
い
ね
公
園
に
12
戸
を
増
設
、

８
月
中
に
完
成
予
定
で
す
。

総
合
相
談
窓
口

　

５
月
24
日
に
開
設
し
た
役
場
２

階
の
総
合
相
談
窓
口
は
、
罹
災
証

明
書
の
発
行
、
生
活
再
建
や
住
家

の
応
急
修
理
、
応
急
仮
設
住
宅
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
の
申
し

込
み
や
相
談
を
一
括
し
て
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
７
月
13
日
か
ら
、

義
援
金
配
分
の
申
請
受
付
も
始
め

ま
し
た
。

　

７
月
25
日
現
在
、
罹
災
証
明
書

の
発
行
件
数
は
２
１
６
８
件
。
住

家
被
害
２
次
調
査
の
受
付
件
数
は

６
９
５
件
、
調
査
済
件
数
は
６
８

０
件
。
２
次
調
査
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
７
月
中
の
申
請
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
の
受
付
件
数
は
被
災

者
生
活
再
建
支
援
３
０
６
件
、
応

急
修
理
１
６
３
件
、
家
屋
解
体
５

９
６
件
。
廃
棄
物
搬
入
許
可
証
の

発
行
件
数
は
２
７
０
件
に
な
っ
て

い
ま
す
。

義
援
金
配
分

　

町
に
寄
せ
ら
れ
た
熊
本
地
震
災

害
義
援
金
は
７
月
25
日
現
在
、
県

の
配
分
を
含
め
て
３
億
８
０
９
５

万
５
２
３
円
。
受
付
は
平
成
29
年

３
月
末
ま
で
で
す
。

　

町
配
分
委
員
会
は
６
月
29
日
に

開
催
。
県
の
基
準
に
基
づ
い
て
住

家
被
害
や
人
的
被
害
に
よ
る
対
象

者
、
配
分
額
を
決
定
、
総
合
相
談

窓
口
で
７
月
13
日
か
ら
申
請
受
付

を
始
め
ま
し
た
。
対
象
者
は
、
住

家
被
害
は
罹
災
証
明
書
に
よ
り
全

壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
と
判
定

さ
れ
た
方
。
人
的
被
害
は
、
死
亡

者
、
重
傷
者
の
い
る
世
帯
で
す
。

　

７
月
20
日
ま
で
の
配
分
申
請
受

付
分
３
億
２
６
２
４
万
円
は
、
８

月
１
日
に
申
請
者
の
指
定
口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

社
協
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売

　
　
　

益
金
は
義
援
金
に

　

嘉
島
町
が
地
震
災
害
か
ら
の
復

旧
復
興
を
願
っ
て
作
成
し
た
Ｔ

シ
ャ
ツ
の
販
売
が
７
月
25
日
か
ら
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
始
ま
り
ま

し
た
。

　

Ｔ
シ
ャ
ツ
は
ブ
ル
ー
。
左
胸
に

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
嘉
島
町
の
ロ

ゴ
が
入
り
、
背
中
に
「
が
ん
ば
ろ

う
！
嘉
島
」
の
大
き
な
文
字
が
白

抜
き
で
入
っ
て
い
ま
す
。
１
枚
千

円
で
、
益
金
は
義
援
金
に
繰
り
入

れ
ら
れ
ま
す
。

自
治
体
・
団
体
支
援

　

７
月
号
に
掲
載
し
た
６
月
23
日

以
降
、
連
絡
調
整
や
各
種
調
査
、

保
健
・
医
療
、
災
害
復
旧
、
通
常

業
務
支
援
な
ど
で
職
員
や
構
成
員

を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
自
治
体

や
団
体
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
熊
本
県
▽
静
岡
県
▽
福
島
県
▽

多
良
木
町
▽
天
草
市
▽
神
奈
川
県

大
井
町
▽
石
川
県
▽
石
川
県
中
能

登
町
▽
茨
城
県
▽
横
浜
市
▽
長

野
県
（
佐
久
穂
町
、
軽
井

沢
町
、
下
諏
訪
町
、
小
布

施
町
、
高
山
村
、
川
上
村
、

長
和
町
、
南
箕
輪
村
、
下

條
村
、
栄
川
村
、
松
川
村
、

町
村
会
）
▽
広
島
県
北
広

島
町
▽
岩
手
県
田
野
畑
村

▽
兵
庫
県
香
美
町
▽
愛
媛

県
▽
宮
崎
県
▽
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ

▽
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
▽
▽
回
生
会

病
院
▽
キ
ャ
ン
ナ
ス

仮
設
住
宅
さ
ら
に
増
設
へ

義
援
金
の
配
分
受
付
開
始

イ
オ
ン
モ
ー
ル
営
業
再
開

嘉島町続報

義
援
金
受
付
口
座

熊
本
銀
行
嘉
島
支
店

　
　

普
通　

３
０
７
６
５
２
１

嘉
島
町
・
熊
本
地
震
災
害

義
援
金

　
　

嘉
島
町
長　

荒
木
泰
臣

平成28年
熊本地震

Tシャツの背面

○
日
時

　

８
月
16
日
（
火
）
11
時

○
会
場

　

嘉
島
斎
場

　
（
嘉
島
町
鯰
２
７
５
６－

１
）

○
式
次
第

　
　

開
式

　
　

黙
祷

　
　

町
長
式
辞

　
　

来
賓
式
辞

　
　

お
別
れ
の
言
葉

　
　

献
花

　
　

閉
式

※ 

会
場
は
駐
車
場
、
式
場
と
も

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

町
主
催
で
す
の
で
、
お
心
遣

い
は
ご
遠
慮
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課

　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

平
成
28
年
熊
本
地
震

嘉
島
町
慰
霊
祭
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ま
し
た
が
、
同
店
２
階
と
、
隣
接

す
る
専
門
店
街
の
東
側
部
分
約
80

店
舗
が
７
月
20
日
、
営
業
を
再
開

し
ま
し
た
。
イ
オ
ン
熊
本
店
２
階

は
親
子
で
休
憩
し
て
遊
べ
る
コ
ー

ナ
ー
も
新
設
さ
れ
、
専
門
店
街
に

は
新
し
い
店
舗
も
進
出
す
る
な
ど
、

各
店
は
再
開
を
待
ち
望
ん
だ
大
勢

の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

　
　

総
合
相
談
窓
口

☎
０
９
６－

２
３
７－

５
８
９
０

〇
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

静
岡
県
知
事
来
町

　

中
学
生
交
流
を
提
案

　

嘉
島
町
に
支
援
職
員
を
派
遣
し

て
い
る
静
岡
県
の
川
勝
平
太
知
事

は
７
月
27
日
、
嘉
島
町
役
場
や
嘉

島
中
学
校
を
訪
問
、
静
岡
県
の
中

学
生
と
嘉
島
中
生
と
の
交
流
を
提

案
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
は
東
海
地
震
に
備
え
て

訓
練
を
重
ね
て
い
る
震
災
対
応
先

進
県
。
全
国
知
事
会
で
の
決
定
に

よ
り
熊
本
地
震
発
生
直
後
の
４
月

21
日
か
ら
15
陣
に
わ
た
っ
て
県
や

市
町
の
多
く
の
職
員
を
嘉
島
町
に

送
り
込
み
、
災
害
対
策
本
部
の
組

織
的
対
応
、
避
難
所
運
営
、
住
家

被
害
調
査
、
な
ど
震
災
対
応
全
般

の
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

役
場
で
は
、
出
張
中
の
荒
木
町

に
代
わ
っ
て
工
藤
教
育
長
が
感
謝

状
を
贈
り
、
支
援
に
対
す
る
謝
意

を
表
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
で
は
、
髙
森
校
長
と
生

徒
会
の
時
松
航
世
会
長
、
倉
岡
亜

衣
副
会
長
、
井
上
彩
議
長
の
３
人

が
出
迎
え
、
校
長
室
で
懇
談
。「
自

ら
も
町
も
元
気
に
」
と
続
け
て
い

る
生
徒
会
や
部
活
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
様
子
を
聞
い
た
知
事
は

「
み
ん
な
で
や
っ
て
い
る
こ
と
は
す

ご
く
い
い
。
ぜ
ひ
静
岡
県
に
来
て

ほ
し
い
。（
静
岡
県
の
）
中
学
生
と

の
交
流
の
機
会
を
設
け
、
続
け
て

い
き
た
い
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

復
興　

企
業

◇
町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会

　

役
場
企
画
情
報
課
は
６
月
22
日

か
ら
７
月
６
日
ま
で
、
嘉
島
町
進

出
企
業
連
絡
協
議
会
の
会
員
53
社

を
対
象
に
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被

災
状
況
と
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ

補
助
金
申
請
予
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
、
29
社
か
ら
回
答
を
得
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、「
被
災
な
し
」

の
回
答
は
１
社
だ
け
。
他
は
施
設

や
設
備
に
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
受

け
、
施
設
の
被
害
額
は
見
積
も
り

中
を
含
め
て
数
百
万
円
か
ら
最
大

約
４
億
円
。
設
備
の
被
害
額
は
同

じ
く
見
積
も
り
中
を
含
め
て
数
百

万
円
か
ら
最
大
約
８
千
万
円
。
商

品
の
被
害
額
は
２
百
万
円
か
ら
約

３
千
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
外
壁
破
損
や
や
天
井
崩

落
、
地
盤
沈
下
、
液
状
化
、
段
差

な
ど
で
倉
庫
や
工
場
が
全
壊
、
半

壊
し
た
社
も
複
数
社
あ
り
ま
す
。

設
備
は
機
械
や
空
調
、
上
下
水
道

管
、
ガ
ス
管
な
ど
の
破
損
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
復
旧
状
況
は
、
応
急

修
理
、
仮
復
旧
や
工
事
中
も
あ
り

ま
す
が
、
未
定
や
見
積
も
り
中
の

と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

グ
ル
ー
プ
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

回
答
し
た
29
社
中
19
社
が
「
申
請

予
定
」
と
し
て
い
ま
す
。

◇
町
商
工
会

　

会
員
の
大
半
が
被
災
し
た
町
商

工
会
に
よ
る
と
、
事
業
復
旧
や
継

続
の
た
め
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は

数
百
件
。
熊
本
県
や
嘉
島
町
、
県

商
工
会
は
じ
め
九
州
経
済
産
業
局
、

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
な
ど
関

係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
専
門
家

に
よ
る
中
小
企
業
向
け
の
特
別
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
補
助
金
を
含
む
各
種
補
助

金
や
低
利
融
資
制
度
を
紹
介
し
、

申
請
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◇
熊
本
南
工
業
団
地

　

24
社
が
加
入
す
る
熊
本
南
工
業

団
地
協
同
組
合
に
よ
る
と
、
７
月

22
日
現
在
、
団
地
内
の
道
路
は
一

部
通
行
止
め
の
ま
ま
。
６
月
の
大

雨
で
一
部
の
水
道
水
に
に
ご
り
が

出
て
水
質
検
査
を
実
施
中
で
す
。

下
水
道
も
一
部
破
損
が
判
明
し
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
社
が
操
業
を

再
開
し
て
い
ま
す
が
、
操
業
率
２

割
程
度
や
５
割
以
下
の
社
が
数
社

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

◇
嘉
島
リ
バ
ゾ
ン

　

21
社
が
入
る
協
同
組
合
嘉
島

リ
バ
ゾ
ン
に
よ
る
と
、
７
月
22
日

現
在
、
破
損
し
た
上
下
水
道
の
工

事
中
で
、
７
月
中
に
は
復
旧
予
定
。

道
路
や
橋
は
応
急
措
置
で
対
応
、

本
格
的
な
復
旧
工
事
は
グ
ル
ー
プ

補
助
金
を
利
用
し
た
い
意
向
で
す
。

大
半
の
社
が
復
旧
中
で
す
が
、
復

旧
し
た
社
も
あ
り
、「
少
し
ず
つ
前

に
進
ん
で
い
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

◇
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場

　

工
場
設
備
が
被
災
し
た
サ
ン
ト

リ
ー
九
州
熊
本
工
場
は
、
７
月
25

日
現
在
操
業
停
止
中
で
す
が
、
同

工
場
に
よ
る
と
、
年
内
に
ビ
ー
ル

生
産
再
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
慎
重
に

（
復
旧
に
）
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
の
こ
と
で
す
。

◇
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
総
合

ス
ー
パ
ー
イ
オ
ン
熊
本
店
の
１
階
は

４
月
20
日
に
営
業
を
再
開
し
て
い

川
勝
静
岡
県
知
事
＝
右
＝
と
懇
談

す
る
髙
森
校
長
と
生
徒
た
ち
（
７

月
27
日
、
嘉
島
中
）

　

営
業
再
開
で
に
ぎ
わ
う
イ
オ
ン

　

モ
ー
ル
熊
本
（
７
月
20
日
）
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復
興　

伝
統

　
　

犬
渕
の
馬
祭
り

地
区
挙
げ
て
神
社
修
復

２
０
０
年
の
伝
統
守
る

　

犬
渕
十
五
社
は
熊
本
地
震
で
鳥

居
や
神
殿
が
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、
地
区
挙
げ
て
の
努
力

で
修
復
を
終
了
、
約
２
０
０
年
前

か
ら
伝
わ
る
と
さ
れ
る
馬
祭
り
は

今
年
も
例
年
通
り
７
月
18
日
に
開

か
れ
、
修
復
記
念
の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

 

※
表
紙
参
照

　

同
神
社
は
、
地
震
で
鳥
居
は
上

部
が
折
れ
て
落
下
、
神
殿
は
全
壊
、

境
内
は
大
き
な
地
割
れ
が
生
じ
ま

し
た
。
地
区
内
の
家
屋
も
そ
れ
ぞ

れ
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、「
馬

祭
り
ま
で
に
は
」
と
地
区
の
人
た

ち
や
事
業
所
は
修
復
費
を
拠
出
、

労
力
も
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
田
植
え
後
の
農
耕
馬

や
住
民
た
ち
の
慰
労
を
兼
ね
て
始

ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
毎
年
、
同

日
に
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

地
域
を
あ
げ
て
参
加
、
五
穀
豊
穣
、

無
病
息
災
を
祈
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
直
径
約
１
・
２
㍍
の
大

太
鼓
を
載
せ
た
台
座
の
屋
根
に
は

馬
の
絵
が
飾
ら
れ
、
笛
と
太
鼓
で

は
や
し
な
が
ら
で
地
区
内
を
通
っ

て
十
五
社
に
参
拝
。
緑
川
堤
防
沿

い
の
水
神
さ
ん
に
も
お
参
り
。
そ

の
後
、
地
震
被
害
が
残
る
中
、
一

戸
一
戸
を
巡
回
し
て
住
民
み
ん
な

の
無
事
を
願
い
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
十
五
社
前
の

田
に
舞
台
を
設
置
。
住
民
や
歌
手

が
舞
台
に
上
が
り
、
大
き
な
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

上
＝
鳥
居
の
上
部
が
落
下
、
地
割
れ
も
生
じ
た
犬
渕
十
五
社
（
4
月
19
日
）、

下
＝
金
具
で
修
復
さ
れ
た
鳥
居
（
7
月
18
日
）

　　  地震被害が残る中、地区内を巡る
　　  馬祭りの行列（7月 18 日）

励
ま
し
の
ダ
ン
ス

　
　

最
高
峰
の
演
技

英
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ

嘉
島
中
で
生
徒
に
披
露

　

日
本
で
公
演
中
の
英
ロ
イ
ヤ

ル
・
バ
レ
エ
団
の
団
員
が
６
月
27

日
、
嘉
島
中
を
訪
問
。
世
界
最
高

峰
と
さ
れ
る
演
技
を
披
露
、
生
徒

の
表
現
力
を
引
き
出
す
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
き
ま
し
た
。

 

※
表
紙
参
照

　

団
員
は
主
役
を
務
め
る
プ
リ
ン

シ
パ
ル
・
ダ
ン
サ
ー
や
準
主
役
の

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ソ
リ
ス
ト
を
含
む

７
人
。
福
岡
公
演
の
前
に
「
被
災

地
を
励
ま
そ
う
」
と
訪
問
。
体
育

館
に
集
ま
っ
た
全
校
生
徒
と
嘉
島

幼
稚
園
児
に
、
最
高
の
ダ
ン
ス
を

披
露
し
て
バ
レ
エ
の
魅
力
を
伝
え

ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

生
徒
に
バ
レ
エ
の
基
本
動
作
を
教

え
、
グ
ル
ー
プ
別
に
音
楽
に
合
わ

せ
て
自
由
な
表
現
を
工
夫
、
披
露

さ
せ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
ダ
ン
サ
ー
の
演
技
に
拍

手
を
送
り
、
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら

表
現
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

生
徒
や
園
児
に
演
技
を
披
露
す

る
団
員
（
6
月
27
日
）

団
員
の
指
導
で
表
現
を
考
え
る

生
徒
（
6
月
27
日
）

団員の演技に拍手を送る
生徒と園児（6月 27 日）
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励
ま
し
の
花
と
…

　

芦
北
高
校
の
生
徒
が
心
を
込
め

て
作
っ
た
花
の
寄
せ
植
え
や
折
り

鶴
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
７
月

１
日
、
嘉
島
東
、
西
の
両
小
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
子
ど
も

た
ち
を
励
ま
そ
う
と
、
同
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
部
が
呼
び
か
け
、
寄
せ

植
え
は
各
８
鉢
で
農
林
科
の
生
徒

が
育
て
、
折
り
鶴
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
は
全
校
生
１
９
５
人
が
作

り
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は

「
前
を
向
い
て
」「
あ
き
ら
め
ず

に
」「
心
を
一
つ
に
」「
つ
ら
い
と

き
で
も
み
ん
な
で
さ
さ

え
あ
お
う
」
な
ど
の
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
１
、
２

年
生
４
人
が
代
表
で
両

校
を
訪
問
。
東
小
で
は

５
年
生
に
、
西
小
で
は

１
年
生
に
手
渡
し
ま
し

た
。
２
年
生
の
山
田
輝

さ
ん
は
「
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
を
考
え
、

心
が
和
む
よ
う
な
支
援

を
と
思
い
ま
し
た
」
と

話
し
、
児
童
た
ち
は
笑

顔
で
お
礼
を
言
い
ま
し

た
。

　  芦北高生から花の寄せ植えなどを受け取った
　  嘉島東小の５年生代表（7月1日）

◇
嘉
島
幼
稚
園
（
７
月
15
日
）

◇
東
部
幼
光
保
育
園

 

（
７
月
14
日
）

　  嘉島西小の１年生にメッセージカードなどを
　  手渡した芦北高校の生徒（7月1日）

ふ
れ
あ
い
と
癒
し

移
動
動
物
園

ポ
ニ
ー
や
ヤ
ギ
に
笑
顔

　

嘉
島
町
内
の
幼
稚
園
、
保
育

園
に
７
月
、
南
阿
蘇
村
の
「
移
動

ふ
れ
あ
い
動
物
園
お
と
ぎ
の
国

メ
ル
ヘ
ン
」
が
訪
問
。
園
児
は
ポ

ニ
ー
に
乗
り
、
ヤ
ギ
や
カ
メ
に
触

れ
、
モ
ル
モ
ッ
ト
や
ヒ
ヨ
コ
を
抱

い
て
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

◇
嘉
島
保
育
園
（
７
月
１
日
）

寄
植
え
・
折
鶴
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

芦
北
高
生
、
東
西
小
に
贈
る
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嘉
島
東
小
学
校

　

５
年
生
15
人
が
６
月
30
日
、
下

六
嘉
の
藤
瀨
弘
治
さ
ん
が
提
供
し

た
田
で
田
植
え
、
湧
水
池
で
手
足

の
泥
を
落
と
し
ま
し
た
。

嘉
島
西
小
学
校

　

５
年
生
の
66
人
が
７
月
４
日
、

林
田
賢
秀
さ
ん
が
提
供
し
た
上
仲

間
の
田
で
田
植
え
、
汚
れ
た
手
足

は
用
水
路
で
洗
い
ま
し
た
。

嘉
島
幼
稚
園

　

鯰
の
𠮷
田
三
十
志
さ
ん
が
田
を

提
供
。
７
月
４
日
、
年
少
組
か
ら

順
に
歩
い
て
行
っ
て
、
保
護
者
と

一
緒
に
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

嘉
島
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ

熊
本
市
・
の
ぞ
み
保
育
園

　

農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
代
表
の
河
原
君
代
さ
ん
が
井
寺

地
区
の
田
を
提
供
。
園
児
18
人
が

７
月
４
日
、
田
植
え
を
し
て
、
ス

イ
カ
も
食
べ
ま
し
た
。

　

幼
光
保
育
園
の
年
長
と
東
部
幼

光
保
育
園
の
年
中
・
年
少
の
園
児

22
人
が
６
月
27
日
、
北
甘
木
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
康
寿
苑
を
訪

問
。
歌
や
握
手
で
お
年
寄
り
と
交

流
し
ま
し
た
。

　

同
園
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
園
。
年
２

回
、
康
寿
苑
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
は
、
ホ
ー
ル
に
集

ま
っ
た
入
所
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

お
年
寄
り
を
前
に
、
振
り
付
け

の
動
作
も
見
せ
る
「
３
６
５
日
の

紙
飛
行
機
」
な
ど
の
歌
や
男
児
と

女
児
そ
れ
ぞ
れ
の
ダ
ン
ス
を
披
露
。

か
わ
い
い
し
ぐ
さ
に
拍
手
を
し
て

喜
ぶ
お
年
寄
り
た
ち
に
、「
ま
た
来

ま
す
」
と
握
手
し
て
回
り
ま
し
た
。

歌
や
握
手
で
交
流

歌
や
握
手
で
交
流

幼
光
保
育
園
児　

幼
光
保
育
園
児　

康
寿
苑
を
訪
問　

康
寿
苑
を
訪
問　

田植え

田植え

田植え
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Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
は
７
月
14
日
、

Ｊ
Ａ
の
小
学
生
向
け
農
業
月
刊
誌

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
８
月
号
を
、
町

教
育
委
員
会
を
通
じ
て
嘉
島
東
・

西
小
学
校
の
４
年
生
に
贈
り
ま
し

た
。
農
業
と
食
べ
物
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

８
月
号
は
ゴ
ー
ヤ
ー
の
観
察
や

料
理
を
特
集
、
別
冊
付
録
は
「
身

近
な
食
べ
物
で
ド
キ
ド
キ
発
見
」。

嘉
島
町
で
も
作
ら
れ
て
い
る
米
や

小
麦
、
大
豆
な
ど
を
使
っ
た
実
験

例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

同
Ｊ
Ａ
の
梶
原
哲
組
合
長
は

「
食
育
教
育
の
一
環
と
し
て
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
工
藤
教
育

長
は
「
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も

使
え
そ
う
で
す
ね
」
と
応
じ
て
い

ま
し
た
。

農
業
と
食
べ
物
に
関
心
を

農
業
と
食
べ
物
に
関
心
を

Ｊ
Ａ
上
益
城
、
小
４
に

Ｊ
Ａ
上
益
城
、
小
４
に

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
贈
る

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
贈
る

《
８
〜
９
月
の
休
館
日
》

８
月　

15
、
22
、
29
日

９
月　

５
、
12
、
20
、
26
日

※ 

休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

は
利
用
で
き
ま
す
。

☆ 

貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た
め

に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

地
震
被
害
で
、
借
り
て
い
る
本

を
返
せ
な
く
な
っ
た
方
は
、
図

書
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌

日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

おすすめ本
つくもがみ、遊ぼうよ
 畠中恵
ズッコケ中年三人組
　それいけズッコケ40歳 那須正幹
介護退職
 楡周平
美ら海、血の海
 馳星周
ユートピア
 湊かなえ
武道館
 朝井リョウ
青春ロボット
 佐久本庸介
明日もまた生きていこう
 横山友美佳
赤崎水曜日郵便局
 楠本智郎
白玉屋新三郎の白玉レシピ
 白玉屋新三郎

７分間でゾッとする７つの話
 山口タオ
ラッキィ・フレンズ　アキラくんのひみつ
 佐川芳枝　作　結布　絵
夜の小学校で
 岡田淳
かっぱ　ようかいむかし話
 藤田晋一・文　大井知美・絵
ひとつめのくに
 せなけいこ
くまモンとブルービーのなかまたち
 文・葉山祥鼎　絵・ハヤマテイジ
たいふうがくる
 作・絵　みやこしあきこ
昭和二十年八さいの日記
 佐木隆三　文　黒田征太郎　絵
へいわってすてきだね
 詩　安里有生　画　長谷川　義史

　

１
５
６
４
年
２
月
15
日
、
イ
タ

リ
ア
の
ピ
サ
で
う
ま
れ
る
。
19
歳

の
と
き
、
最
初
の
発
見
は
、
ど
の

物
理
の
本
に
も
か
い
て
な
い
ふ
り

こ
の
等
時
性
の
法
則
で
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
ガ
リ
レ
オ
は
す
ご
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
ぼ

く
も
ガ
リ
レ
オ
み
た
い
に
い
っ
ぱ
い

発
見
し
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
も
、
ガ
リ
レ
オ
の
本
を

よ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ッ
ク
版

世
界
の
伝
記
「
ガ
リ
レ
オ
」

　
　
　
　
　
　
　

  

漫
画
：
能
田
達
規

　
　
　
　
　
　
　

  

監
修
：
渡
部
潤
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ポ
プ
ラ
社

嘉島西小学校３年

杉本 寿　君

☆本の寄贈、ありがとうございました。
下田　正和様（下六嘉）
吉田　　豊様（鯰）

嘉  島  町  民  会  館
熊本地震による被災のため、ホール「アクア」と会議室等は当分の間、利用できません。ご了承ください。

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058　※月～金曜日　８:30～17:15

※ 当分の間、貸出と返却だけで、
閲覧、学習はできません。

　熊本市との間で締結した連携中枢都市圏構想に伴う協定書により、嘉島
町の皆さんも、熊本市立図書館をはじめ植木、城南、森都心プラザ、とみ
あいなどの図書館と同市の公民館図書室を利用できるようになりました。
　ただし、図書の借出と返却は熊本市の図書館・図書室に限られ、熊本市
内で借りた本を嘉島町民会館図書室で返すことはできません。

熊本市の図書館・図書室が利用できます！
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健
診
・
健
康

嘉
島
町
集
団
検
診
は

８
月
28
日
〜
９
月
１
日

　

嘉
島
町
は
８
月
28
日
（
日
）
か
ら
９

月
１
日
（
木
）
ま
で
、
が
ん
検
診
を
含

む
健
康
診
断
を
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
ま
す
。
が
ん
検
診
と
同
時
に
「
特

定
健
診
」
や
「
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
」

な
ど
複
数
の
健
診
を
一
度
に
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
に
広
報
と
世
帯
ご
と
の
通
知
で

ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
以
降
に

嘉
島
町
に
転
入
さ
れ
た
方
や
、
新
た
に

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
以
下
の
表

を
ご
確
認
の
う
え
役
場
町
民
課
保
健
係

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
及
び
肝
炎

ウ
ィ
ル
ス
無
料
検
診
対
象
者
の
方
へ

　

嘉
島
町
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
の
検

診
費
用
が
無
料
に
な
る
方
に
は
ク
ー
ポ

ン
券
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
対
象
者
に

は
通
知
文
）
を
７
月
上
旬
に
送
付
し
て

い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
の
受
診
機
会
を
提
供
し
、

受
診
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
が
ん
の

早
期
発
見
と
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及

啓
発
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
の
補
助
事
業
で
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
と
通
知
文
を
利
用
し
て

集
団
検
診
（
８
月
28
日
〜
９
月
1
日
、

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
）
を
受
診
さ

れ
る
方
は
、
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
今
年
４
月
の
健
康
診
査
申

込
調
査
で
既
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

て
い
る
方
は
申
込
不
要
で
す
。

　

無
料
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
は
、
集
団

検
診
に
合
わ
せ
て
、
８
月
28
日
か
ら
９

月
１
日
ま
で
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。
事
前
申
込
の
ほ
か
同
期
間
中
の

午
前
７
時
30
分
か
ら
同
11
時
ま
で
、
同

セ
ン
タ
ー
で
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
事
前
申
込
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

※
次
ペ
ー
ジ
の
表
で
対
象
者
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
↑

【平成 28年度嘉島町集団検診の予定表】

※対象者の年齢は平成 28 年３月 31 日時点での到達年齢です。

検診項目 対象者 日程

特定健診

1）嘉島町国民健康保険に加入する 40 歳以上 74 歳以下の方
2）国保以外の健康保険に加入される被扶養者の方で、保険
者が発行した「特定健診受診券」をお持ちの方
（ただし、日赤熊本健康管理センターと契約がある場合のみ）
※受診を希望される場合は必ず嘉島町役場町民課保健係まで
お電話ください。

８月28日（日）～
９月１日（木）の
午前中で町が指定
した日時となりま
す。

○すでに嘉島町の
検診の申込みをさ
れている方には、
8 月中旬頃に日程
を通知し、問診票
を送付します。
○子宮がん検診・
乳がん検診無料
クーポン券が届い
ている方は、クー
ポン券をご持参く
ださい。
○無料肝炎ウィル
ス検診対象となら
れる方は、送付し
ている通知をご持
参ください。

後期高齢者健診 後期高齢者医療被保険者の方（主に満 75 歳以上の方）

肺がん検診

40 歳以上の方※胃がん検診

大腸がん検診

超音波検診

子宮がん検診 20 歳以上の女性※

乳がん検診 40 歳以上の女性※

前立腺がん検診 50 歳以上の男性※

骨粗しょう症検診 満 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳・70 歳の女性※

Ｂ型・Ｃ型
ウィルス検診

満 40 歳※の方で、これまでに肝炎ウィルス検診を受診したこ
とのない方
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生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化

予
防
訪
問
に
伺
い
ま
す

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
は
、
特
定
健

診
の
結
果
を
基
に
、
血
管
疾
患
（
脳
や

心
臓
の
血
管
が
壊
れ
る
こ
と
に
よ
り
起

こ
る
病
気
）
の
重
症
化
の
危
険
性
が
あ

る
方
を
対
象
に
、
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
に
よ
る
訪
問
を
行
い
ま
す
。
自
ら
の

カ
ラ
ダ
の
状
態
を
把
握
し
、
食
事
や
運

動
等
日
常
の
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
り
、

適
正
に
医
療
を
受
診
し
て
、
生
活
習
慣

病
の
発
症
や
重
症
化
の
リ
ス
ク
を
軽
減

す
る
お
手
伝
い
を
す
る
活
動
で
す
。

　

平
成
27
年
度
３
月
に
策
定
し
た
保
健

事
業
実
施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
）
で
は
、
嘉
島
町
は
メ
タ
ボ
該
当
者

や
腹
囲
異
常
者
の
割
合
が
国
・
県
の
平

均
と
比
較
し
て
か
な
り
高
い
状
態
に
あ

り
、
肥
満
に
よ
る
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に

加
え
、
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

が
重
複
す
る
こ
と
に
よ
り
、
血
管
疾

患
（
脳
や
心
臓
の
血
管
が
壊
れ
る
こ
と

に
よ
り
起
こ
る
病
気
）
の
重
症
化
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
３
つ
と
も
該
当
す
る
場
合
は
、

心
臓
病
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
正
常
者
の

30
倍
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
う
ち
、
虚
血
性
心
疾

患
、
脳
血
管
疾
患
、
糖
尿
病
性
腎
症
の

3
疾
患
の
患
者
数
を
こ
れ
か
ら
の
３
年

間
で
そ
れ
ぞ
れ
10
％
減
少
さ
せ
る
こ
と

（肝炎ウィルス検診の対象となられる方） 

（乳がん検診の対象となられる方）

（子宮頸がん検診の対象となられる方）

年齢 生年月日（年齢基準日：平成 28 年４月１日現在）

40 歳 昭和 50（1975）年４月２日～昭和 51（1976）年４月１日

45 歳 昭和 45（1970）年４月２日～昭和 46（1971）年４月１日

50 歳 昭和 40（1965）年４月２日～昭和 41（1966）年４月１日

55 歳 昭和 35（1960）年４月２日～昭和 36（1961）年４月１日

60 歳 昭和 30（1955）年４月２日～昭和 31（1956）年４月１日

年齢 生年月日（年齢基準日：平成 28 年４月 1日現在）

40 歳
（女性） 昭和 50（1975）年４月 2日～昭和 51（1976）年４月１日

年齢 生年月日（年齢基準日：平成 28 年４月１日現在）

20 歳
（女性） 平成７（1995）年４月２日～平成 8（1996）年４月１日

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
目
標
達
成

の
た
め
に
も
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
・

重
症
化
予
防
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
訪

問
に
お
伺
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

特
定
保
健
指
導
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
28

年
度
特
定
健
診
で
特
定
保
健
指
導
の
対

象
に
な
っ
た
方
に
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
解

消
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
40
〜
74
歳
の
皆
様
に
受

診
い
た
だ
き
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
や
そ
の
予
備
群
と
な
っ
た
方
を

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
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腹
部
の
内
臓
周
囲
に
つ
い
た
脂
肪
か
ら

体
に
悪
影
響
を
与
え
る
ホ
ル
モ
ン
が
分

泌
さ
れ
、
そ
の
影
響
で
高
血
圧
や
高
血

糖
、
脂
質
異
常
を
進
め
、
動
脈
硬
化
を

進
行
さ
せ
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど

血
管
が
壊
れ
る
こ
と
で
重
症
化
す
る
疾

患
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
は
、
そ
の
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
解
消
を
目
指
し

て
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど
の
専

門
家
が
3
か
月
以
上
支
援
を
続
け
、
生

活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

　

支
援
は
、
面
接
と
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
な
ど
を
合
わ
せ
て
行
う
個
人
支

援
で
す
。
対
象
に
な
っ
た
方
は
、
自
分

や
ご
家
族
の
た
め
に
ぜ
ひ
特
定
保
健
指

導
に
参
加
し
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

町
税
納
付
期
限

嘉
島
町
町
税
等
に
関
す
る

納
付
等
の
期
限
の
指
定

　

今
回
の
熊
本
地
震
に
お
け
る
被
害
状

況
を
考
慮
し
、
町
税
等
の
申
告
、
納
付

等
の
期
限
の
延
長
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
県
税
に
関
す
る
納
付
等
の
延
長
期

限
の
指
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

町
税
等
（
法
人
町
民
税
と
町
た
ば
こ
税

を
除
く
）
に
つ
い
て
も
次
の
通
り
、
県

と
同
様
に
延
長
期
限
の
指
定
を
行
い
ま

し
た
。

※
平
成
28
年
４
月
14
日
か
ら
平
成
28
年

８
月
30
日
ま
で
に
到
来
す
る
も
の
（
申

告
、
納
付
等
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
８
月
31
日
を
期
限
と
す
る
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

保
険
料
減
免

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

減
免
申
請

　

熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
に
対
し
、
平
成
28
年
度
保
険
料
の

減
免
を
行
い
ま
す
。
減
免
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
減
免
申
請
書
を
記
入
し
必
要

書
類
を
添
付
の
上
、
役
場
税
務
課
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

８
月
16
日
（
火
）

　

〜
平
成
29
年
４
月
13
日
（
木
）

○ 

受
付
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
平
成
29
年
３
月
に
資
格
を
取
得
す
る

方
は
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い

○
減
免
の
対
象
と
な
る
方

①
住
家
が
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た

方・
全
壊　

保
険
料
の
全
額
を
減
免

・
半
壊
又
は
大
規
模
半
壊　

　
　

保
険
料
の
半
額
を
減
免

・
申
請
に
必
要
な
書
類　

　
　

罹
災
証
明
書
の
写
し

②
世
帯
主
が
死
亡
又
は
重
篤
な
傷
病
を

負
っ
た
方

・
保
険
料
の
全
額
を
免
除

・
申
請
に
必
要
な
書
類　

　

 

▽
死
亡
の
場
合　

戸
籍
謄
本
、
死
亡

証
明
書
、
死
亡
診
断
書
等

　

▽
重
篤
な
傷
病
の
場
合　

診
断
書
、

　

入
院
証
明
、
障
害
手
帳
等

※
重
篤
な
傷
病
に
該
当
す
る
か
不
明
な

場
合
は
、
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

③
事
業
の
廃
止
や
失
業
等
で
世
帯
主
の

収
入
が
３
／
10
以
上
減
少
し
た
方

・
前
年
の
所
得
や
収
入
の
減
少
割
合

に
応
じ
て
２
／
10
か
ら
全
額
の
減
免

　

※
前
年
の
所
得
が
一
千
万
円
を
超
え

る
方
等
が
減
免
の
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す

・
申
請
に
必
要
な
書
類　

　

 
▽
前
年
の
所
得
が
分
か
る
も
の
（
確

定
申
告
書
の
控
え
、
源
泉
徴
収
票
、

所
得
証
明
書
、
年
金
支
払
通
知
書
、

給
与
証
明
書
、
給
与
明
細
書
等
）

　

 

▽
保
険
金
等
が
分
か
る
も
の
（
事
業

保
険
等
補
償
費
関
係
書
類
、
賠
償
金

受
給
資
格
者
証
等
）

　

 

▽
失
業
の
場
合
は
離
職
（
退
職
）
証

明
書
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等

　

 

▽
事
業
休
廃
止
の
場
合
は
公
的
機
関

へ
の
休
・
廃
業
届
出
書
の
写
し
、
事

業
主
の
事
業
休
廃
止
の
申
立
書

○
そ
の
他

・
複
数
基
準
に
該
当
の
場
合
は
、
減
免

割
合
の
大
き
い
方
で
減
免

・
納
付
済
み
の
方
は
、
減
免
決
定
後
に

還
付
ま
た
は
期
割
額
の
減
額

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
３
６
８－

６
５
１
１

　

役
場
税
務
課☎

２
３
７－

２
６
３
９

国
民
年
金

国
民
年
金
納
付
猶
予
制
度
の

50
歳
未
満
へ
拡
大

　

７
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
30
歳
未

満
を
対
象
と
し
て
い
た
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
の
対
象
年
齢
が
、
50
歳
未
満
ま

で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
で
保
険
料
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
納
付
猶
予
制
度
の

他
に
免
除
制
度
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、

役
場
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
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子
育
て

嘉
島
幼
稚
園
で
園
庭
開
放

○
日
時　

　

８
月
25
日
（
木
）
９
時
30
分
〜
11
時

○
場
所　

嘉
島
幼
稚
園

　

プ
ー
ル
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
水

着
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
水
筒
も
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
る
方
は
、
一
日
保
険
（
24

円
）
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
22

日
（
月
）
ま
で
に
直
接
、
幼
稚
園
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
予
約
は

出
来
ま
せ
ん
。
当
日
は
必
ず
保
護
者
同

伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
を
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
幼
稚
園

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－
５
２
１
０

け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
・
書
面
、

面
談
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
案
内
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま
す
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
従
っ
て
督
促
し
ま

す
。
指
定
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場

合
は
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連

帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者

及
び
世
帯
主
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

敬
老
会

敬
老
会
の
開
催
延
期

　

本
年
度
の
嘉
島
町
敬
老
会
に
つ
き
ま

し
て
は
、
例
年
通
り
９
月
中
旬
に
開
催

予
定
で
し
た
が
、
平
成
28
年
熊
本
地
震

に
よ
り
各
公
共
施
設
が
被
害
を
受
け
た

た
め
、
開
催
を
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

開
催
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
決
ま
り

次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

認
資
料
（
健
康
保
険
証
な
ど
顔
写
真
が

つ
い
て
な
い
資
料
は
２
つ
）
と
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

本
人
が
来
ら
れ
な
い
場
合
は
委
任
状

が
あ
れ
ば
代
理
人
に
お
渡
し
し
ま
す
。

代
理
人
も
本
人
確
認
資
料
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

転
入
・
転
居
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
に
変
更
が
あ
っ
た
方
へ

　

平
成
27
年
10
月
以
降
、
転
入
・
転
居

や
婚
姻
・
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
方
は
、
通
知
カ
ー
ド
の
下
の
部

分
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
」
も
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

変
更
後
の
申
請
書
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
町
民
課
戸
籍
係
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
変
更
前
の
申
請
書
を
使
用
し
た

場
合
は
無
効
に
な
り
、
再
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

東
部
幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

８
月
18
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
に
つ
い
て
も
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

※
そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の

受
け
取
り

　

平
成
27
年
10
月
５
日
以
前
か
ら
嘉
島

町
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
お
ら

れ
な
い
方
は
、
役
場
町
民
課
戸
籍
係
ま

で
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
る
写
真
つ
き

カ
ー
ド
）
の
申
請
を
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
そ
の
方
の
カ
ー
ド
が
役
場
に
届

い
た
順
番
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

通
知
は
ハ
ガ
キ
で
届
き
ま
す
の
で
、

間
違
っ
て
処
分
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。（
震
災
に
よ
り
紛
失
さ

れ
た
方
は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
や
本
人
確
認

な
ど
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

受
け
取
り
の
時
に
必
要
な
本
人
確
認

資
料
な
ど
は
ハ
ガ
キ
の
記
載
内
容
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
へ

　

平
成
15
年
８
月
よ
り
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
運
用
が
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
１
月
、
住
基
カ
ー
ド
は
廃

止
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
代

わ
り
ま
し
た
。
住
基
カ
ー
ド
の
期
限
が

切
れ
る
方
で
、
住
基
カ
ー
ド
の
更
新
を

希
望
さ
れ
る
方
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
下
の

部
分
が
申
請
書
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

切
り
離
し
て
申
請
書
と
し
て
使
っ
て
く

だ
さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ

れ
て
い
た
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
カ
ー
ド
交
付
申
請
の
ご
案
内
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

８
月
24
日
（
水
）　

弁
護
士

　

９
月
28
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

地
籍
調
査

９
月
か
ら
地
籍
調
査
事
業
の

一
筆
地
調
査
を
開
始
し
ま
す

○
地
籍
調
査
と
は

　
「
地
籍
」
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に

関
す
る
所
有
者
・
地
番
・
地
目
・
地

積
・
筆
界
等
の
記
録
の
こ
と
で
、
い
わ

ば
土
地
の
戸
籍
で
す
。

　
「
地
籍
調
査
」
は
、
土
地
の
情
報
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
一
つ

ひ
と
つ
の
土
地
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
境

界
等
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
測
量
し

ま
す
。
そ
の
結
果
、
正
確
な
土
地
の
位

置
や
面
積
等
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
正
確
な
図
面
（
地
籍
図
）
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

調
査
の
成
果
を
法
務
局
に
送
付
し
、
土

地
の
登
記
簿
が
正
確
な
も
の
に
改
め
ら

れ
ま
す
。

○
本
年
度
の
実
施
計
画

　

本
年
度
の
調
査
区
域
は
、
下
六
嘉
集

落
北
側
の
農
用
地
（
ほ
場
整
備
地
区
）

58
㌶
と
、
三
郎
無
田
の
農
用
地
11
㌶
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
所
有
者
の
方
を
対
象
に
、
９
月

上
旬
に
下
六
嘉
及
び
三
郎
無
田
の
両
公

民
館
で
事
業
説
明
会
を
開
催
。
９
月
中

旬
か
ら
所
有
者
の
方
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
一
筆
地
調
査
（
境
界
立
会
）
を

始
め
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
一
筆
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
下
六
嘉
の
農
用
地
及
び
三
郎

無
田
集
落
内
（
一
部
農
用
地
あ
り
）
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
地
積
測
定
な
ど
を

行
い
、
来
年
１
月
に
土
地
所
有
者
の
方

（
ま
た
は
代
理
人
）
へ
測
量
結
果
の
確

認
と
し
て
、
作
成
し
た
地
籍
簿
・
地
籍

図
の
閲
覧
を
役
場
や
地
元
公
民
館
な
ど

で
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
農
政
課
地
籍
調
査
係

☎
２
３
７－

２
６
５
３

採
用
・
就
活

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
の
採
用
試
験

○
試
験
の
種
類

① 

高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事
務
、
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11
月
１
日
（
火
）
〜
29
年
１
月
中
旬

○
定
員　

30
人

○ 

実
施
場
所　

熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
部

校
・
あ
や
の
里

○
申
込
締
切
日　

10
月
中
旬

《
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
熊
本
市
第
２
回
）》

○
講
習
期
間　

　

９
月
13
日
（
火
）
〜
21
日
（
水
）

○
定
員　

20
名

○
実
施
場
所　

　

熊
本
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー　

○
申
込
締
切
日　

９
月
２
日
（
金
）

《
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
（
第
２
回
）》

○
講
習
期
間　

　

９
月
26
日
（
月
）
〜
10
月
３
日
（
月
）

○
定
員　

36
名

○
実
施
場
所　

　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
申
込
締
切
日　

９
月
16
日
（
金
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　

セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
３
１
２－

３
３
１
０

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
募
集
（
受
講
料
無
料
）

《
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
実
践
科
（
熊
本
校
）》

○
受
講
対
象
障
が
い

　

身
体
障
が
い
の
う
ち
上
肢
・
下
肢
・

内
部
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
難
病

○
定
員　

７
名

警
察
事
務
、
教
育
事
務
、
一
般
土
木
、

農
業
土
木
、
林
業
）

② 
免
許
資
格
職
（
保
育
士
、
学
校
図

書
館
事
務
、
臨
床
検
査
技
師
、
看
護

師
）

③
警
察
官
Ｂ

④ 

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る
職
員

採
用
選
考
試
験
（
一
般
事
務
、
警
察

事
務
、
教
育
事
務
）

○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
８
日
（
月
）
〜
８
月
26
日
（
金
）

　

※
当
日
消
印
有
効

○
第
１
次
試
験
日

　

①
〜
②
＝
９
月
25
日
（
日
）

　

③
＝
10
月
16
日
（
日
）

　

④
＝
10
月
23
日
（
日
）

　

 

※
「
学
校
図
書
館
事
務
」
は
免
許
資

格
職
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

※
受
験
資
格
等
や
受
験
申
込
書
の
配
布

場
所
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
熊
本
県

人
事
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
３
３
３－

２
７
３
３

就
職
希
望
の
方
の
お
仕
事
探
し

の
お
手
伝
い
（
ど
な
た
で
も
）

　

熊
本
県
で
は
上
益
城
地
域
振
興
局
内

（
１
階
福
祉
課
前
）
に
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

上
益
城
ブ
ラ
ン
チ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

就
職
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
利
用
は

予
約
制
で
す
。

○
内
容

・
就
職
に
関
す
る
様
々
な
相
談

・
適
性
診
断

・ 

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス

・
面
接
練
習
や
対
策

・ 

し
ご
と
開
拓
員
に
よ
る
企
業
訪
問

や
求
人
開
拓

・
保
護
者
の
面
談
等

○
利
用
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

土
日
祭
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み
で

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

　
　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

☎
２
８
２－
１
０
１
３

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援
講
習

受
講
者
募
集

　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
は
55
歳
以
上
の
求
職
者
を
対
象
に

講
習
を
開
催
し
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

《
介
護
職
員
初
任
者
研
修
》

○
講
習
期
間　

○
内
容　

　

 

簿
記
、
電
子
会
計
の
知
識
、
パ
ソ
コ

ン
で
の
文
書
や
帳
票
の
作
成
、
集
計

や
分
析
の
実
践
ス
キ
ル
を
取
得
し
ま

す
。

○
募
集
期
間　

　

８
月
15
日
（
月
）
〜
９
月
30
日
（
金
）

○
訓
練
期
間

　

11
月
１
日
（
火
）

　
　

〜
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）

○
経
費　

　

テ
キ
ス
ト
代　

　

８
６
５
０
円
（
税
抜
き
）
程
度

○
訓
練
場
所

　

有
限
会
社　

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

　
　

熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
１－

５

　
　

熊
本
辛
島
公
園
ビ
ル
５
Ｆ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

ま
た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

農　

業
農
地
貸
借
希
望
者
募
集

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本
県
農
業

公
社
）
で
は
、
農
業
経
営
を
縮
小
さ
れ

る
方
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
担

い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
『
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
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し
た
い
』、『
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り

た
い
』
と
い
う
方
は
、
役
場
農
政
課
や

Ｊ
Ａ
の
担
当
窓
口
、
熊
本
県
農
業
公
社

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
農
業
公
社

☎
２
１
３－

１
２
３
４

　
　

役
場
農
政
課

☎
２
３
７－
２
６
２
９

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
を
行
う

と
き
は
、
農
薬
散
布
に
よ
る
ミ
ツ
バ
チ

へ
の
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
近
く
の

養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な

ど
事
前
に
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
薬
散
布
に
際
し
て
は
、
ミ

ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

　

依
然
と
し
て
熊
本
地
震
に
関
連
し

た
様
々
な
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
月
も
そ
の
相
談
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。

相
談
例
１

　

自
宅
が
大
規
模
半
壊
と
な
り
、
行

政
機
関
で
り
災
証
明
書
の
発
行
を
受

け
た
。
最
近
、「
義
援
金
を
分
配
す

る
の
で
、
連
絡
を
」
と
い
う
携
帯

メ
ー
ル
が
届
い
た
が
、
こ
れ
は
本
当

に
行
政
機
関
か
ら
来
て
い
る
も
の
だ

ろ
う
か
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉
嘉
島
町
は
緊
急

情
報
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
大
事

な
お
知
ら
せ
な
ど
を
個
人
の
携
帯
電

話
に
メ
ー
ル
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
尋
ね
な
ど
が

あ
る
場
合
、
電
話
番
号
が
嘉
島
町
役

場
の
番
号
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
て
か
ら
電
話
を
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
不
審
な
番
号
に
は
安
易
に

電
話
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
相
談
例
２

　

地
震
で
自
宅
が
全
壊
し
た
が
、
住

宅
ロ
ー
ン
が
残
っ
て
い
る
。
新
た
に

家
を
建
て
た
い
が
、
再
び
ロ
ー
ン
の

借
入
が
必
要
と
な
る
。
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉
ま
ず
、
住
宅

ロ
ー
ン
の
借
入
先
で
あ
る
金
融
機
関

の
相
談
窓
口
に
「
自
然
災
害
に
よ
る

被
災
者
の
債
務
整
理
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

相
談
例
３

　

自
宅
が
被
災
し
、
訪
問
し
て
き

た
業
者
と
修
理
契
約
を
行
っ
た
が
、

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
い
。
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉
訪
問
販
売
で
契

約
し
た
場
合
に
は
、
法
定
書
面
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
間
は
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
は
必
ず
書
面

で
行
い
、
は
が
き
な
ど
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、「
特
定
記
録
郵
便
」
等

の
記
録
が
残
る
方
法
で
事
業
者
に
送

付
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
例
４

　

地
震
で
出
た
廃
棄
物
の
回
収
を

「
無
料
」
と
言
わ
れ
た
の
に
、
実
際

は
無
料
で
は
な
く
後
か
ら
料
金
を
請

求
さ
れ
た
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉
ま
ず
、「
無
料
」

と
言
わ
れ
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
を
お

願
い
す
る
前
に
、「
何
が
」「
ど
こ
ま

で
」
無
料
な
の
か
を
確
認
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

無
料
と
言
わ
れ
て
い
た
の
に
料
金

を
請
求
さ
れ
た
場
合
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

地
震
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
て
も
相
談
を
し
な
い
方
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

地
震
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
以
外
の

「
多
重
債
務
」、「
悪
徳
商
法
」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
も
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相

談
室　

※
嘉
島
町
役
場　

０
９
６－

２
３
７－

１
１
１
２

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
９
６－

３
８
３－

０
９
９
９

熊
本
県
弁
護
士
会

０
１
２
０－

５
８
７－

８
５
８

な
ど
に
必
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
地
震
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
》

見
守
り
新
鮮

情
報
8
月
号
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８ 月 の 納 税 等 ９ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税店……………… ②　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ④　期介護保険料
保育所利用料……………８月分
下水道使用料……………７月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年８月31日（水）

固定資産税……………… ③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑤　期介護保険料
保育所利用料……………９月分
下水道使用料……………８月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年９月30日（金）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

８月24日
９月14日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎
交
通
死
亡
事
故
の
発
生

　

６
月
17
日
の
夜
、
嘉
島
町
上
六
嘉

の
国
道
上
に
お
い
て
、
軽
自
動
車
と

オ
ー
ト
バ
イ
が
衝
突
し
、
オ
ー
ト

バ
イ
の
男
性
が
死
亡
す
る
と
い
う
死

亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
車
両
を

運
転
す
る
際
は
、
控
え
め
の
速
度
で

運
転
す
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、

夜
に
歩
く
際
は
反
射
材
を
つ
け
る
な

ど
し
て
、
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）・平成 28 年６月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H28.6 5 57 0 0 0 0 0 1

H28 累計 31 323 4 1 13 3 0 4

前年比 -2 -33 +1 +1 -6 +1 ± 0 ± 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H28.6 19 154 0 1 2 0 0 1

H28 累計 95 1164 14 2 20 10 0 8

前年比 -26 +143 +8 +1 -2 -1 -2 -3

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（TEL282-1110　内線 261 ～ 264）

熊本地震に関連する卑劣な犯罪に要注意！熊本地震に関連する卑劣な犯罪に要注意！
県内では、熊本地震に関連し、被災者の心理に県内では、熊本地震に関連し、被災者の心理に

つけ込んだ詐欺や悪質商法の発生が予想されます。つけ込んだ詐欺や悪質商法の発生が予想されます。

振り込め詐欺相談ホットライン
096－381－2567

公的機関を名乗っ
て訪問し、義援金
を集める！

不安をあおり、不要な工事を
させる！
法外な工事代金を要求する！

義援金の給付等の名目でATM
に誘い出し、電話で操作を指
示して現金をだまし取る！

◆ 　相手（業者）の身分をしっかり確認しましょう！
◆ 　安易にお金を振り込んだり、契約したりしないようにしましょう！
◆ 　怪しいと感じたら、家族や警察に相談しましょう！

還付金等詐欺 詐　欺 悪質商法
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その291〕

同和問題を知っていますか

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
④

「
障
が
い
者
の
人
権
」　

　

ほ
ん
の
少
し
の
気
づ
き
と
思
い

ほ
ん
の
少
し
の
気
づ
き
と
思
い

や
り
で
…

や
り
で
…

○
共
に
生
き
る
た
め
に
…

　

障
害
者
を
と
り
ま
く
問
題
は

｢

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン｣

の

考
え
方
に
基
づ
き
、
様
々
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

障
害
者
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
、

理
解
の
な
い
行
動
な
ど
、
未
だ
多

く
の
課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
あ
り
の
ま

ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
不
利
益
を

受
け
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
社

会
は
、
誰
に
と
っ
て
も
暮
ら
し
や

す
い
社
会
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
日
常

生
活
や
社
会
生
活
で
受
け
て
い
る

制
限
や
制
約
を
な
く
す
た
め
に
必

要
な
変
更
及
び
調
整
（
合
理
的
配

慮
）
を
行
っ
た
り
、
障
が
い
や
障

が
い
者
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、

日
常
的
な
触
れ
合
い
や
交
流
を
深

め
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

障
害
者
の
社
会
参
加
を
は
ば
む
障

壁・ 

関
係
施
設
を
設
置
す
る
際
の
地

域
住
民
の
反
対
や
、
障
が
い
者

等
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
へ
の
駐
車

と
い
っ
た
、
障
が
い
や
障
が
い

者
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
、
理

解
の
な
い
行
動
な
ど
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

・ 

自
閉
症
な
ど
の
発
達
障
が
い
や

精
神
障
が
い
に
つ
い
て
は
、
社

会
的
認
知
不
足
に
よ
る
誤
解
や

偏
見
が
見
ら
れ
ま
す
。

・ 

就
労
意
欲
が
高
く
て
も
、
事
業

所
の
障
が
い
特
性
に
つ
い
て
の

理
解
不
足
な
ど
に
よ
り
、
働
く

場
所
が
な
い
、
働
き
始
め
て
も

長
続
き
し
な
い
と
い
っ
た
問
題

が
あ
り
ま
す
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
？ 

　

熊
本
県
で
は
▼
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
▼
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
共
に
生
き
る
熊
本
づ
く

り
条
例
▼
第
５
期
熊
本
県
障
が
い

者
計
画
な
ど
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

明治以前にはどのような歴史が
あったのですか？

　部落差別の起源については、封建社会が確立されていく過程の中で、当時の人々を支配する目的で
つくられた身分制度に由来していると言われています。したがって、人種が違う、あるいは異民族の
子孫であるという考えや、ある一定の職業に就いていた、特定の宗教に属していたなどという説は誤
りです。
　近年、部落史の研究が進み、地域によってその歴史的な成立過程にも多様性のあることがわかって
きています。しかし、いかなる歴史的な背景と経緯のなかで形成されたものであっても、今日の差別
を合理化したり、容認したりする根拠にはなりません。差別の歴史的な背景や、その経緯を学習する
ことで、差別の誤りに気づき、解決していくことが大切です。

同和地区の起源
　「起源や沿革については、人種的起源説、宗教的起源説、
職業的起源説、政治的起源説などの諸説がある。（中略）た
だ、世人の偏見を打破するためにはっきり断言しておかねば
ならないのは、同和地区の住民は、異人種でも異民族でもな
く、疑いもなく日本民族、日本国民である、ということであ
る。」
（同和対策審議会答申より）

伝統芸能
　中世においては、歌や踊りなどの遊芸、芸能など農業以
外で生活をしていた人々がおり、封建社会体制を支えた農業
（米作）から離脱し、支配に属さないとして賤視されていま
した。このような人々の中には、農民の間に生まれた田楽、
猿楽を幕府の式楽にするなど高尚な能として完成させた観阿
弥、世阿弥や、龍安寺、銀閣などの名園をつくった善阿弥な
どがいました。
　当時、賤視された人々が、今日の日本の伝統芸能に果たし
た功績は大きいのです。

身分統制令
　中世においての身分制度は、世襲的ではなく個々人として
交替するなど流動的で、かつ移動の自由や職業の自由が奪わ
れていたものでもありませんでした。また、戦国時代は、低
い地位の者でもチャンスと能力さえあれば高い地位の者を倒
し、替わることができる下克上の社会でした。
　そこで、豊臣秀吉は検地や刀狩りにより、武士と農民の違
いをはっきりさせ、1591（天正19）年に身分統制令を出
しました。その後、江戸時代に固定された身分制度が確立さ
れました。

渋染一揆
　1856（安政３）年、財政の苦しくなった岡山藩は倹約
令29条を出しましたが、その最後の５か条は被差別部落の
人々のみを対象としたもので、衣類は無紋、藍染、渋染のも
のに限る、傘や下駄を使ってはならない、農民に出会ったと
きは裸足であいさつせよなどの厳しいものでした。
　これについて、被差別部落の人々は藩の役人に強訴しまし
た。その結果、12人が投獄され６人が獄死する犠牲を払い
ましたが、不当な政策を取りやめさせました。

（熊本県人権啓発資料より）
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See you!
　This past month has been particularly eventful, with 
lots of fun things happening in Kashima. First, some 
members of the Royal Ballet came to do a demonstration. 
They’re a dance company based in London, England who 
were touring Japan, and they decided to visit Kumamoto
after the earthquake. A few of the instructors and dancers 
came to Kashima Junior High to talk about ballet and 
show us some pieces from the ballet Giselle. I’ve seen 
countless ballet and dance performances since childhood 
because my mother used to be a professional dancer, but 
I hadn’t seen one in such a long time. It was really beautiful, 
and I thought it was super nice of them to make the 
journey to Kumamoto to teach us about ballet. 
　Apart from all that’s been happening in Kashima, I’ve 
been pretty busy personally as well. I finally took the 
Japanese Language Proficiency Test this month, for one. 
It wasn’t nearly as difficult as I expected, I’m happy to 
say. And then, of course, I’ve been preparing to return 
to America. It’s hard to believe I only have a month left 
in Kashima. This year has gone so quickly, and so much 
has happened. I try not to think about leaving, as I’m terrible 
at goodbyes - so I won’t say it. Kashima will always be a 
place that feels like home to me, a place I can return to. 

I can’t say goodbye to all the people with whom I’ve spent the past two years of my life - so instead 
I’ll say, “See you!” 
　My adventure in Kashima is over, for now. Hopefully it will bring me back here someday. As for all 
of you, I hope your adventures take you somewhere amazing too. Thank you all for an incredible two 
years. See you！

またね！
　今月は、嘉島町で楽しいイベントがたくさんありました。
まず、ロイヤルバレエ団が嘉島中にやって来ました。ロイ
ヤルバレエ団はロンドンにあり、日本のツアーのついでに
嘉島を訪問することになりました。バレエ団の人々は嘉島
中学校に来て、バレエについて話したり、ジゼルというバ
レエを披露したりしてくださいました。私は、母がプロの
踊り手だったので、子供の時からバレエを見る機会があり
ました。今回、久しぶりに素敵なバレエを見ることができ
て嬉しかったです。また、ロイヤルバレエ団が嘉島に来て
くれたことは、素晴らしいことだと思いました。
   私自身も、最近はとても忙しい日々でした。今月、日本
語能力試験を受けました。思っていたより難しくなかった
ので良かったです。その試験が終わってから帰国の準備を
始めました。嘉島にいる時間が、あと１カ月しかないこと
が信じられません。今年は時間がとても早く過ぎ、たくさ

んのことがありました。今、帰国のことを考えないように
しています。なぜかというと、私は「さよなら」を言うこ
とがとても苦手であり、「さよなら」と言いたくありませ
ん。嘉島は私にとって、いつの日も「我が家」と思えると
ころです。だから、この嘉島で出会った人たちに「さよな
ら」は言いたくありません。「さよなら」の代わりに、「ま
たね！」と言いたいです。
   まもなく、嘉島で過ごす私にとっての冒険の時間は終わ
ります。でも、いつの日かまた嘉島にくる機会があればな
と思います。皆さんも私が経験したように、どこか素晴ら
しいところに行く経験をすることができたらいいなと思い
ます。嘉島での素晴らしい 2年間、本当にありがとうござ
いました！「じゃー、またね！」

   （平成 28年７月 15日作成）

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

記念の盾を贈った荒木町長と
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上田　彩葉さん
（嘉島西小学校４年）

福
本　

シ
ズ
子
さ
ん
（
井
寺
）

橋本　ユキ子さん（北甘木）

戦
時
中
と
地
震
を
重
ね
避
難
所
に
百
歳
の
姑
過
ぎ
し
日
語
る 

大
塚
シ
ズ
子

解
体
を
さ
れ
ゆ
く
家
の
片
隅
に
一
際
白
く
ド
ク
ダ
ミ
の
花 

川
原　

涼
子

家
々
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
負
う
た
ま
ま
ふ
た
月
経
た
り
合ね

む歓
の
花
咲
く 

北
澤
喜
美
子

道
々
に
見
慣
れ
た
小
屋
の
へ
た
り
こ
む
地
震
に
耐
え
た
母
屋
の
横
に 

工
藤　

明
子

思
い
出
す
ご
と
く
に
余
震
あ
る
日
々
に
時
に
気
付
か
ず
馴
れ
の
怖
さ
よ 

栗
﨑　

房
子

ド
ド
ー
ン
と
揺
さ
ぶ
り
き
た
り
息こ

の
声
に
呼
ば
れ
て
走
る
灯
の
方
へ 

栗
﨑　

廉
子

水
の
面
に
わ
ず
か
な
緑
の
見
え
か
く
れ
田
ご
と
田
ご
と
に
田
植
え
の
す
み
て 

境　
　

益
代

モ
ン
タ
ナ
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
た
り
に
し
ダ
ン
君
が
尋
ね
来
た
り
ぬ
地
震
案
じ
て 

榊
原
レ
イ
子

鎌か
ま

研と
ぎ
ざ
か坂

の
ぼ
っ
て
学
校
に
通
ひ
た
る
友
の
一
人
が
逝
き
た
り
と
聞
く 

津
出
ト
ヨ
子

出
す
足
と
松
葉
杖
と
が
噛
み
合
わ
ず
二
三
歩
ご
と
に
止
ま
り
て
進
む 

冨
永　

照
代

地
下
深
く
動
く
断
層
の
凄
ま
じ
さ
ひ
れ
伏
す
だ
け
の
地
表
の
わ
れ
ら 

橋
本
ユ
キ
子

枝
先
に
ふ
く
ら
ん
で
い
る
雨
粒
の
落
ち
る
を
待
て
り
椅
子
に
も
た
れ
て 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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地
震
発
生
か
ら
ま
も
な
く
４
カ
月
。
復
興
作
業

は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
ま
し
た
。

　

仮
設
住
宅
は
増
設
分
も
８
月
中
に
完
成
予
定
。

多
く
が
被
災
し
た
進
出
企
業
も
全
社
が
町
に
残
り
、

進
出
予
定
企
業
も
計
画
通
り
。
新
た
に
進
出
の
動

き
も
あ
り
ま
す
。

　

地
震
後
の
大
雨
は
宇
城
・
上
益
城
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
被
害
額
は
３
０
０
億
円
を
超
え

ま
し
た
が
、
嘉
島
は
被
害
額
ゼ
ロ
。
河
川
改
修
の

効
果
で
あ
り
、
国
交
省
は
じ
め
尽
力
い
た
だ
い
た

関
係
者
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

地
震
で
足
踏
み
し
て
い
た
東
部
台
地
の
区
画
整

理
事
業
も
計
画
に
従
っ
て
進
め
ま
す
。
地
震
発
生

に
よ
っ
て
、
被
災
地
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
も

果
た
す
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

生
活
再
建
か
ら
さ
ら
に
未
来
へ
、
町
は
一
歩
ず

つ
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。　
　
　
（
８
月
１
日
）

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　
　

平
成
28
年
７
月
15
日
現
在

一　

般　

寄　

付

７月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・庁内常会
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・熊本ユネスコ協会総会、講演会
４日 ・九州テクニカルメンテナンス来庁応対
 ・岡村製作所来庁応対　・公益財団法人熊本

県移植医療推進財団評議員会
５日 ・サントリー来庁応対
 ・緑川改修期成会役員会、総会、意見交換会
６日 ・横浜市訪問
７日 ・全国町村会正副会長会
８日 ・土地改良事業団体連合会理事会
 ・九電工より来庁応対
 ・上益城地域観光推進協議会総会
 ・郡内町長定例会　・熊本中央一般廃棄物処

理施設協議会町村長会議
11 日 ・国土交通省住宅整備局内田課長来庁応対
 ・熊本県町村会来庁応対
12 日 ・HI ヒロセ来庁応対
 ・土地改良事業団体連合会九州協議会合同要請
13 日 ・阿蘇くまもと空港国際線振興協議会通常総会
14 日 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・京都府町村会来庁応対
15 日 ・中能登町挨拶応対
16 日 ・食品衛生協会来庁応対
 ・静岡県健康福祉部長来庁応対
19 日 ・宮城県利府町長来庁応対
 ・くまもと売れる米づくり推進大会
 ・静岡県駿東市町長会来庁応対
20 日 ・中能登町挨拶応対
 ・嘉島町地域農業再生協議会総会
 ・イオンモール村上会長来庁応対
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・フェニックスリゾート来庁応対
 ・ALT感謝状贈呈
 ・九州連携機構小早川氏来庁応対
21 日 ・嘉島町社会福祉協議会理事会
 ・嘉島町共同募金会運営委員会
 ・嘉島町社会福祉協議会評議員会
22 日 ・内閣府打合せ
 ・熊本連携中枢都市圏構成市町村要望活動
24 日 ・熊本地震益城町慰霊祭
25 日 ・土地改良事業団体連合会九州協議会合同要請
26 日 ・全国町村会会長ほか役員視察来庁
27 日 ・「一億総活躍・地方創生全国大会 in 九州」、
 　九州連携機構より視察来庁応対（～ 28 日）
29 日 ・第９回嘉島町地震災害対策会議
 ・地籍推進委員業務説明会
 ・サントリー工場長来庁応対
 ・熊本県社会福祉協議会連合会総会
 ・熊本県解体工事業組合理事長ほか役員来庁

応対

福岡市で開かれた「一億総活躍・地方創生全国大会 in 九州」で、
九州地区町村会長として高市総務相 ( 左 ) を迎え、あわせて全
国からの参加者に熊本地震の被災地支援に対するお礼を述べる
荒木町長（７月 28日）

　

左
記
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の

た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い
」
と
香

典
返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄

付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

藤
瀨　

弘
治　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

キ
ミ
エ　

様　

　

小
林　

帝
子　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

中
林
ユ
キ
エ　

様

　

荒
尾　

紀
倫　

様
（
上
六
嘉
）

　
　
　

亡　

ア
ヤ
コ　

様

　

太
田　

裕
美　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

一
徳　

様

　

太
田　

浩
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

靖
子　

様
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嘉島町の人口動態
平成28年７月31日現在

（前月比）

人   口 9,155 人　

　男　　 4,417 人　

　女　　 4,738 人

世帯数　 3,388 世帯　（－11）

 

  
 
  

  

  

 

いつまでも姉妹仲良くね♡
ご両親：下田 堅斗さん・ 鈴香さん（鯰）

広報かしま2016.8

「Ｌet’s enjoy 楽しんでいます」では元気に楽しみながら活動されるているグループや個人を
紹介します。掲載を希望される方は総務課広報係までご連絡ください。
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夏
休
み
も
中
盤
へ
。
例
年
よ
り
２

週
間
程
短
い
夏
休
み
で
す
が
、
子
ど

も
達
に
と
っ
て
は
一
番
嬉
し
い
時
で

す
ね
。
最
近
食
べ
過
ぎ
の
息
子
は
、

理
科
の
自
由
研
究
の
心
配
ば
か
り
。

そ
れ
に
し
て
も
当
た
り
前
の
日
常
が

こ
ん
な
に
大
切
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
中
で

す
が
、
皆
さ
ん
寝
不
足
に
は
気
を
つ

け
て
お
過
ご
し
下
さ
い
。　
　
（
係
）

サロン再開！
 熊本地震で２カ月お休みした西村区サロ
ンが６月22日再開しました。避難所から参
加する方もあり、久々の再会に話も弾みま
した。七夕会として「災害からの早期復
興!!」など短冊に願いごとを書き、笹に飾り
付けをし、そうめんやゼリーなどで会食を
楽しみました。

　（－ 5）

　（  0）

　（－ 5）

８月14日（日） 田上皮ふ科ニック（御船町）

 　　　　　　☎２８１－１１１２

８月21日（日） 大串内科（嘉島町）

 　　　　　　☎２３４－７８７３

８月28日（日） みふね眼科（御船町）

 　　　　　　☎２８２－３７１１

９月  4 日（日） のぐち皮ふ科（嘉島町）

 　　　　　　☎２３７－４１１２

９月 11日（日） たかぞえ内科・循環器内科

 クリニック（御船町）

 　　　　　　☎２８２－００７０

下田　李音（りおん）さん 平成17年10月10日生

　　　莉桜菜（りおな）ちゃん 平成23年９月21日生
　　　梨愛（りりあ）ちゃん 平成25年７月21日生

　　　璃夢（りむ）ちゃん 平成28年４月２日生


